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成果報告会を開催いたしました！
去る 2月 3日、東町の方々のご協力のもと、東町公民館と鹿乗川現場詰所で成

果報告会を開催いたしました。今回は 34名の方々にご参加いただき、口頭での発

表と出土遺物の展示を通して、亀塚遺跡と中狭間遺跡の調査成果についてご理解を

深めていただきました。

改めて、ご参加いただきましたことに感謝を申し上げます。

今年度の調査は 2月中に全て完了する見込みです。それに伴いまして、
今年度の「鹿乗川関連遺跡群　発掘調査だより」も今号をもって最終号といたします。

地域の皆様にはご理解とご協力を賜り誠にありがとうございました。
来年度以降も引き続き調査が行われる予定ですので、
その際には改めて調査成果をお伝えしていきます。

遺物展示の様子（開場前 ) ▶

弥生時代前期から鎌倉時代までの

出土遺物を展示しました。

◀ 口頭発表の様子
調査担当者からスライドを使った

調査成果の発表を行いました。
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◀亀塚遺跡出土の線
せんこく

刻高
たかつき

坏
調査も終わりに差し掛かった 1月

に出土したものです。古墳時代前期

のものと考えられ、高坏の脚の部分

に線刻がなされています。文様は不

詳ですが、線刻土器は有名な人面文

壺形土器のような壺
つぼ

や甕
かめ

が多く、高

坏へ行う例は珍しいと言えます。こ

れ以外にも今年度の調査では数点の

線刻土器が出土しています。

▲   今年度の調査遺跡と主な成果
　弥生時代～古墳時代、平安時代～鎌倉時代、江戸時代の生活の跡が見つかり、

それに伴う遺物も大量に出土しました。
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見つかったのは
この部分

▲参考：左のものと同形状の高坏

愛知県埋蔵文化財センター調査報告書
『姫下遺跡』より引用


